
２９川総庶第９１０号 

平成３０年１月２２日 

教 育 長 様

川 崎 市 長 

平成３０年市議会定例会提出議案に係る教育委員会の意見聴取について

（依頼）

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の

規定に基づき、平成３０年に開催される市議会定例会及び臨時会に提出を予定する各議

案について、教育に関する事務の部分における貴委員会の意見を求めます。

（参考） 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）（抄） 

 （教育委員会の意見聴取） 

第２９条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その

他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成す

る場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

（総務企画局総務部庶務課担当）  

電話２００-２０４６  

内線２１３１１ 
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平成３０年第１回市議会定例会提出予定議案のうち、 

教育に関する事務に係る案件 

予算（１件） 

  平成３０年度川崎市一般会計予算

補正予算（１件） 

  平成２９年度川崎市一般会計補正予算

条例（２件） 

  川崎市職員定数条例等の一部を改正する条例の制定について

  川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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教 育 予 算 に つ い て

 平成 30 年度教育費の当初予算は、1,108 億 9,533 万 4 千円となり、前年度と比較して、155 億 6,294 万 4

千円の増となっている。これは、主に教育施設整備費の増によるものである。 

１ 教育費財源内訳                ３ 費目別歳出予算額

0                      20,000,000                    40,000,000

＊教育費財源内訳の数値は、小数点第３位(その他内訳は第４位)を
四捨五入しているため、各数値の計と合計が一致しない場合がある。

２ 教育費の年度別推移 

一般財源

69.49％ 

教育費 

1,108億 9,533万 4千円 

市債 

14.65％ 

国庫支出金 

14.20％ 

使用料及び手数料

0.53％ 

その他 その他内訳

1.13％   諸収入  1.05％ 

       県支出金0.024％ 

       財産収入0.052％ 

      寄付金  0.002％ 

      繰入金  0.003％

(単位：千円) 

小学校費

25,481,356

中学校費

13,232,890

高等学校費

3,737,327

特別支援学校費

2,596,035

社会教育費

2,796,804

体育保健費
5,420,273

教育施設整備費

21,633,871

←施設整備費

←その他教育費

←教育費総額

(年度) 

(単位：億円) 

教育総務費

35,996,778

　　教育費30年度当初予算（案）　１，１０８億９，５３３万４千円

1 キャリア在り方生き方教育の推進 4,581 ( 5,349 )

2 確かな学力の育成 867,731 ( 871,428 )

3 豊かな心の育成 69,862 ( 102,804 )

4 健やかな心身の育成 5,446,826 ( 4,651,883 )

5 教育の情報化の推進 1,662,286 ( 1,705,541 )

6 魅力ある高等学校教育の推進 15,785 ( 42,788 )

7 共生社会の形成に向けた支援教育の推進 2,239,319 ( 1,927,670 )

8 安全教育の推進 99,730 ( 108,352 )

9 安全安心で快適な教育環境の整備 13,689,796 ( 5,187,370 )

10 児童生徒増加への対応 9,330,595 ( 3,557,716 )

11 学校運営体制の再構築 4,111,146 ( 4,157,341 )

12 学校運営の自主性、自律性の向上 164,267 ( 169,006 )

13 教職員の資質向上 843,022 ( 996,661 )

14 家庭教育支援の充実 2,787 ( 2,897 )

15 地域における教育活動の推進 90,345 ( 77,603 )

16 自ら学び、活動するための支援の充実 859,566 ( 759,301 )

17 生涯学習環境の整備 237,586 ( 1,079,008 )

18 文化財の保護・活用の推進 240,535 ( 67,585 )

19 博物館の魅力向上 449,937 ( 442,773 )

学ぶ意欲を育て、
「生きる力」を伸ばす

平成３０年度教育委員会予算(案) 主要施策

教育プラン
基本政策 施 策 名

Ｈ３０予算
（千円）

Ｈ2９予算
（千円）

人間としての
在り方生き方の軸を

つくる

良好な教育環境を
整備する

学校の教育力を
強化する

いきいきと学び、
活動するための
環境をつくる

文化財の保護・活用と
魅力ある博物館づくり

を進める

一人ひとりの教育的
ニーズに対応する

家庭・地域の
教育力を高める

資料３

未定稿

施設整備費　29年度の減
28年度補正予算（29年度実施）：162億円

28年度→29年度
県費負担教職員の移管
約560億円

29年度→30年度
28年度補正予算の影響など



「平成３０年度　川崎市予算案について」抜粋版
資料４

未定稿



平成２９年度川崎市一般会計補正予算（案）について 

教育費補正額  1,546,434 千円 

■補正の内容

１ 歳入歳出予算

 ◆義務教育施設整備費 1,546,434 千円 

  国庫補助の認承増を受け、前倒して執行を行うもの 

  （学校施設長期保全計画推進事業 ５小学校体育館） 

  財源内訳： 

   国庫補助金   179,622 千円 

   市   債 1,001,000 千円 

   一 般 財 源   365,812 千円 

２ 繰越明許費 

 ◆社会教育費 13,500 千円 

  生涯学習プラザエレベータの故障に対する緊急補修を行うため 

 ◆教育施設整備費 1,559,253 千円 

  長期保全整備事業の体育館改修工事５校 

   国庫補助の認承増を受け、前倒して執行を行うもの 

  学校トイレ環境整備設計委託及びエレベータ整備設計委託

   設置場所等の協議に時間を要したことによる工期の遅れのため

資料５
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川崎市職員定数条例等の一部を改正する条例の制定について 

職員配置の見直しに伴い、職員定数の調整を行うこと等のため改正するもの 

１ 改正する条例（教育に関する事務に係る部分） 

  川崎市職員定数条例 

２ 改正内容（教育に関する事務に係る部分） 

  職員定数の改正                         （単位：人） 

部 局 現行定数 増減員 改正定数 

教育委員会の所

管に属する職員 

事務部局及び教育機関 

（学校を除く。）の職員 
386 4 390 

学校の職員 7,064 △13 7,051 

３ 施行期日 

  平成３０年４月１日から施行 

川崎市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

小杉小学校を新設するため改正するもの 

１ 名称等 

名  称 川崎市立小杉小学校 

位  置 中原区小杉町２丁目２９５番地１ 

開  校 平成３１年４月１日 

２ 施行期日 

  平成３１年４月１日から施行 
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平成３０年川崎市一般会計予算に係る意見について（案） 

 平成３０年度は、現在策定中の「第２次川崎市教育振興基本計画かわ

さき教育プラン第２期実施計画」に基づき、着実に教育施策を推進して

まいります。

 学校教育では、急激に社会・産業構造が変化し、ますます社会の予測

が困難な状況の中、直面する様々な課題へ対応するため、社会的自立に

必要な能力や態度、共生・協働の精神を育む「キャリア在り方生き方教

育」を全ての学校で引き続き推進するとともに、共生社会の形成に向け、

一人ひとりの教育的ニーズに適切に対応していく支援教育の推進や全中

学校における完全給食が実現し、学校給食を活用した小中９年間にわた

る体系的・計画的な食育の推進に取り組んでまいります。

 社会教育では、地域の多様な市民が集い、学び、つながり、学んだ成

果を主体的にいきいきと地域づくりや市民活動に活かすことができるよ

う、社会教育の推進や生涯学習環境の整備等に取り組んでまいります。

 また、学校施設利用者からのニーズの高い学校トイレの快適化や、情

報モラルを含め情報を主体的に選択し活用していくために必要な情報活

用能力の育成、地域ぐるみで子どもたちの学習や体験をサポートする地

域の寺子屋事業の取組を推進してまいります。

 本市の厳しい財政状況につきましては、理解しているところでござい

ますが、「かわさき教育プラン」の基本理念である「夢や希望を抱いて生

きがいのある人生を送るための礎を築く」の実現に向けて、必要な予算

措置をお願いいたします。 
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